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工区数については、回答No.1のとおりです。
粉塵濃度測定の回数は、図面A10に記載のとおり、作業前１点・作業中４
点・作業後１点の測定をそれぞれ1回を想定しています。

本工事の改修箇所は建物全面に及んでいるため、工区を分けての施工
は想定していません。

図面Ａ10の施工についてですが、隔離をセキュリティー無しで
減圧状態に保つとなっていますので、除塵機設置と考えてよい
か、ご指示ください。

図面Ａ10の測定ですが、１式となっており工区ごとに作業前、作
業中、作業後測定となっているので、上記同様隔離工区数が
わからないと積算できません。

質疑事項

質疑・回答書

告示番号 豊中市告示第３２１号 件　　　　名 豊中市役所議会棟外装及び外構改修工事

集塵装置付きディスクグラインダーで外壁下地調整剤を除去する場合は、
減圧状態とする必要はございません。図面A10については、別添のとおり
修正しました。

回　　　　答

豊中市総務部契約検査課　TEL　06-6858-2075・2076
　　　　　　　　　　　　　　　 　　FAX　06-6858-7225
　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail　keiyaku-kouji@city.toyonaka.osaka.jp
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工区数については、回答No.1のとおりです。
粉塵濃度測定の回数は、図面A10に記載のとおり、作業前１点・作業中４
点・作業後１点の測定をそれぞれ1回を想定しています。

図面A08の外壁下地材除去数量で、総数の数字となっており、
仕様書には施行場所を隔離となっており、養生面積を積算でき
ません、工区数をご指示ください。
（例　１ｍのヒビが１０００ヶ所又は足場１段２スパンが５００ヶ所
など）

No2の測定についてですが、１日に複数工区を除去施工した場
合は、作業中１回でよいか、（工程にも影響しますので、積算で
きません。）　　できれば全体での測定回数をご指示ください。


